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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 次週、精神科救急当番日となっています。（11月5、6、7日）

· 創立記念特別講演は法人研修扱いとなります。業務、深夜明け、準夜の方以外は参加してください。出欠表の確認は忘れずに。

· 創立記念の写真撮影について、自分の立ち位置、集合時間を間違える事のないよう事前に何度も確認しておくこと。私語をせず、カーディガンを着ず、迅速に行動するようにしてください。

· 12月11日の精神科実地指導に向けて、記録、病棟環境の整備を計画的にすすめるようにしてください。

· 教育委員会より今年度の法人研修抄録集が来ています。必ず持ち帰る事。毎年病棟に置きっぱなしになっていたりしています。各自、責任もった行動をしてください。

· 針刺し事故のアンケート調査を行っています。記載後は中村佐智子さんへ提出してください。

· 当直医の変更について。

　　11/3　当直医：千葉良Dr→窪田Dr

　　11/4　日直医：千葉良Dr→窪田Dr

　　となります。

＜措置入院患者経過＞

出河　攻様…措置入院約10年。措置入院症状であった、被害妄想、幻聴の訴えは現在ない。しかし、「イライラする。」「入院したときと同じような（精神的に）感じになる。」と訴える事はある。現在は、自身の精神状態に関して、スタッフへ話す事が出来ている。引き続き、精神症状の悪化についての観察を行う。

榮田　豊様…措置入院約6ヶ月。措置入院時症状であった、幻覚妄想状態は現在見られてい

ない。入院後、目立っての問題行動はなく、西病棟転入後も問題行動はない。

病棟プログラムの拒否も無く、最近はホールで過ごす事も増えてきている。

石切　久様…措置入院約3年。措置入院症状であった、精神運動興奮状態、幻覚妄想状態に

関して現在も幻聴、イライラを訴えることがある。度々他患との口論などの

トラブル（本人が原因ではない）がある。夜間の睡眠も安定しない状態。引

き続き厳重な観察が必要である。

＜アルコール依存症治療患者様経過検討＞

神代　達也様…アルコール依存症治療プログラム第3期となっている。現在のプログラムへの取組状況は概ね良好であり、自身の中でも「断酒」についての姿勢が前向きである発言が聞かれている。今後、外泊訓練などの実施について説明するが自宅が遠方である事もあり、本人なかなか了承せずスタッフ付き添いでの外出などを希望。

　　　　　　　スタッフとの会話の中で「このまま退院しても、また飲んでしまうかもしれない。退院を延ばしたい。きちんと自分の中で断酒するという意識を持ってから退院したい。退院しても母親とのコミュニケーションの関係でストレスがたまるし。冬になれば飲む機会（自宅に篭ることが多くなる）も増えてしまわないかと心配だ。」といわれている。自分の考えを伝える事が出来ている事を評価。

　　　　　　　今後の対応については、Dr、PSW、CPを交え検討していく。

　　　　　　　＊11/5　カンファレンスにてケース検討を実施

